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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチケースに２個のスイッチ機構を備え、操作部の操作により一方のスイッチ機構
が動作されると共に他方のスイッチ機構が遅延手段により前記一方のスイッチ機構よりも
遅延して動作される遅延スイッチにおいて、
　前記遅延手段が、前記他方のスイッチ機構の動作によりスライドされるもので少なくと
も本体の片側面に列状の歯を有する連結桿と、該連結桿の列状の歯に歯合する回動自在な
歯車で構成される歯車機構と、該歯車機構の歯車に歯合する歯車を有したロータリーダン
パと、から形成され、
　前記ロータリーダンパの歯車と歯合する前記歯車機構の歯車を交換自在な構成としたこ
と
　を特徴とする遅延スイッチ。
【請求項２】
　遅延手段には、連結桿の歯とこれに歯合する歯車機構の歯車との歯合状態を維持するよ
うに、当該連結桿を付勢する弾性部材が設けられていること、
　を特徴とする請求項１に記載の遅延スイッチ。
【請求項３】
　連結桿の歯は、歯車機構の歯車に当接する両側面のうち片側面の形状が、前記歯車機構
の歯車から当該連結桿が離間する方向に作用する形状に形成されていること、
　を特徴とする請求項１または２に記載の遅延スイッチ。
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【請求項４】
　少なくとも他方のスイッチ機構には速入機構が設けられ、遅延手段と相俟って遅延時間
がほぼ一定にされること、
　を特徴とする請求項１，２または３に記載の遅延スイッチ。
【請求項５】
　前記他方のスイッチ機構における、シーソー状態に支持される可動接片に常時当接する
ように摺動自在なオシボと、操作レバーの一部に設けられ前記オシボを収納する内部空間
を有する収納部と、該内部空間に内包され前記オシボを可動接片側に付勢する弾性部材と
において、
　前記内部空間の底面に弾性部材位置決め用の位置決め手段が設けられ、
　前記収納部の周壁面に前記オシボの摺動をガイドするガイドスリットが設けられ、
　前記ガイドスリットに係合する係合部材が前記オシボに設けられていること、
　を特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の遅延スイッチ。
【請求項６】
　遅延手段における連結桿のスライドをガイドするための、該連結桿に設けられたスライ
ド用の長孔と、スイッチケース側に設けられて前記長孔に係合する突起とにおいて、
　前記長孔及び突起の設ける位置を、連結桿とスイッチ機構の可動接片とにおける係合部
の近傍位置にし、かつ、前記可動接片を支持する支点の上下方向の位置とほぼ同じレベル
にしたこと、
　を特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の遅延スイッチ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、２個のスイッチ機構のオンタイミングを変えることで、例えば、電動機等の突
入電流を軽減させることの出来る遅延スイッチにおける遅延構造の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、電動機などを駆動させる場合に、単にスイッチをオンさせると、瞬間的に突入電流
が流れる（図１２参照）。この突入電流が、スイッチの接点バウンシングにより、火花（
アーク）を発生させて、接点部分の劣化を早めることになる。
【０００３】
そこで、この突入電流の影響を抑えるために、２個のスイッチを設けたスイッチ機構にお
いて一方のスイッチに遅延構造を設けることで、そのうちの第１スイッチのオン状態とな
るのを第２のスイッチのオン状態となるのよりも時間的に遅らせて、制御回路，抵抗，コ
イル等を介して過大な突入電流となるのを防止するものが知られている。
【０００４】
例えば、従来例１として、遅延させる方のスイッチ構造において、可動接片の動きを押さ
え部材との係合力で阻止して、操作子の押し込み操作が第２スイッチをオン状態にさせ更
にその状態よりも押し込んだときに、前記可動接片と押さえ部材との係合が、操作子を反
力とするバネの弾性力で初めて解除され、第１スイッチが遅れてオン状態となるように設
定した構造としたものが知られている（実公昭６３－２８８１７号）。
【０００５】
また、従来例２として、遅延させる方のスイッチにおけるシーソー型可動接片の片側端部
に密閉構造のダンパ手段が連結され、このダンパ手段の抵抗によりスイッチング動作が遅
れて他方のスイッチのオン状態よりも遅くオン状態になるようにし、更に、防塵効果が得
られるものが知られている（実公昭６３－３４１７６号）。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記従来例１においては、可動接片の動きが不安定な係合力で阻止され、
これに打ち勝つバネの弾性力が操作子の押圧力で付与されるので、係合解除時が定まらず
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、部品の不具合によっては係合解除されないおそれもある。更に、繰り返しの使用により
、係合部分の係合保持力が摩擦により変化して甘くなり、遅延時間の変動をもたらすおそ
れもある。
【０００７】
前記従来例２においては、ダンパ手段の抵抗を可変させるにはシリンダ内部の弁状部材と
押さえ部材とを交換することになり、シリンダ内部に充填して有るシリコングリースが周
囲に付着したり飛散したりするおそれがある。
又、シーソー型切換機構は可動接片の切替え動作が操作子の動作速度に依存するため、操
作子の動作速度に比例して遅延時間も変化してしまうおそれがある。
かかる課題に鑑み遅延スイッチにおいて、一方のスイッチを確実に、かつ、遅延時間をほ
ぼ一定にして遅延させると共に、その遅延速度も容易にかつ汚れなく変更出来るようにす
る遅延スイッチの提供を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る遅延スイッチの上記課題を解決するための要旨は、スイッチケースに２個
のスイッチ機構を備え、操作部の操作により一方のスイッチ機構が動作されると共に他方
のスイッチ機構が遅延手段により前記一方のスイッチ機構よりも遅延して動作される遅延
スイッチにおいて、前記遅延手段が、前記他方のスイッチ機構の動作によりスライドされ
るもので少なくとも本体の片側面に列状の歯を有する連結桿と、該連結桿の列状の歯に歯
合する回動自在な歯車で構成される歯車機構と、該歯車機構の歯車に歯合する歯車を有し
たロータリーダンパと、から形成され、前記ロータリーダンパの歯車と歯合する前記歯車
機構の歯車を交換自在な構成としたことである。
【０００９】
　また、前記遅延手段には、連結桿の歯とこれに歯合する歯車機構の歯車との歯合状態を
維持するように、当該連結桿を付勢する弾性部材が設けられていること、；更に、前記連
結桿の歯は、歯車機構の歯車に当接する両側面のうち片側面の形状が、前記歯車機構の歯
車から当該連結桿が離間する方向に作用する形状に形成されていること、；少なくとも他
方のスイッチ機構には速入機構が設けられ、遅延手段と相俟って遅延時間がほぼ一定にさ
れること、；前記他方のスイッチ機構における、シーソー状態に支持される可動接片に常
時当接するように摺動自在なオシボと、操作レバーの一部に設けられ前記オシボを収納す
る内部空間を有する収納部と、該内部空間に内包され前記オシボを可動接片側に付勢する
弾性部材とにおいて、前記内部空間の底面に弾性部材位置決め用の位置決め手段が設けら
れ、前記収納部の周壁面に前記オシボの摺動をガイドするガイドスリットが設けられ、前
記ガイドスリットに係合する係合部材が前記オシボに設けられていること、；遅延手段に
おける連結桿のスライドをガイドするための、該連結桿に設けられたスライド用の長孔と
、スイッチケース側に設けられて前記長孔に係合する突起とにおいて、前記長孔及び突起
の設ける位置を、連結桿とスイッチ機構の可動接片とにおける係合部の近傍位置にし、か
つ、前記可動接片を支持する支点の上下方向の位置とほぼ同じレベルにしたこと、を含む
ものである。
【００１０】
本発明に係る遅延スイッチによれば、スイッチ機構の遅延スイッチが歯車機構とロータリ
ーダンパとによって遅延作用されるので、遅延作用が確実に行われると共に、歯車の比を
変更することで遅延時間の設定を容易に変更することができるようになる。また、歯車及
びロータリダンパの交換作業もオイル等で汚れることなく容易に出来る。更に、スイッチ
の速入機構により遅延時間がほぼ一定にされる。スイッチ機構において、オシボとこれを
可動接片側に付勢する弾性部材ととが、オシボ摺動時のガイド手段と弾性部材用の位置決
め手段とにより、摺動動作及び付勢作用において更に安定性が増し、可動接片におけるＯ
Ｎ／ＯＦＦの反転のタイミングが一定となって遅延スイッチの品質向上となる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
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次に、本発明に係る遅延スイッチについて図面を参照して説明する。図１は遅延スイッチ
１の全体の外観を示す斜視図であり、スイッチケース２の側方から、操作部としての操作
釦３を有した操作レバー３ａが摺動自在に突設されている。
【００１２】
この遅延スイッチ１のケース内部には、２個のスイッチ機構が備えられており、メインス
イッチＢとショートスイッチＡとがある。まず、メインスイッチＢ用の機構は、図２に示
すように、端子として中央部に、シーソー型可動接片支持用の支持部材として兼用される
第２コモン端子４と、その左側にモータの回転をショート回路の形成によって停止させる
ためのブレーキ端子５と、右側にモータと電源とを導通させるための第２電源端子６とが
ある。
【００１３】
前記第２コモン端子４における三角形状の支持部の尖塔部４ａ，４ａでシーソー状態に支
持される可動接片７は、図３に示すように、長手方向の両端部にメイン接点７ａと、ブレ
ーキ接点７ｂと、中央部には幅方向の両端に突起状支点部７ｃ，７ｃと、摺接面７ｄと、
ストッパー７ｈ，７ｉとから形成されている。
【００１４】
前記可動接片７をオン・オフ状態に切り換えるため、前記操作レバー３ａには、図２に示
すように、三角形状の先端部８ａで前記摺接面７ｄに常時当接し、後端部に可動接片７側
に付勢する弾性部材８ｂを内包するオシボ８が摺動自在にして設けられている。
【００１５】
また、操作部である操作釦３および操作レバー３ａを元の位置に復帰させるための弾性部
材９が、操作レバー３ａの後端側に設けられている。
【００１６】
前記ショートスイッチＡ用の機構は、図４に示すように、操作レバー３ａと、オシボ１０
とがある。該オシボ１０は、操作レバー３ａの下方に向けて一体に延設した収納部３ｂの
空間内において弾性部材３ｃで下方向に常時付勢されるとともに、当該オシボ１０の上端
側と操作レバー３ａの押し込み方向の側とに所要の間隙ａ，ｂを有して収納されている。
【００１７】
また、操作レバー３ａの下側に、前記オシボ１０の先端部が常時当接する可動接片１１が
設けられている。図３（ロ）、（ハ）に示すように、この可動接片１１の中央部には突起
状の支点部１１ａ，１１ａが形成され、長手方向の両端部には、メイン接点１１ｂと後述
の連結桿係合用の貫通孔１１ｃとが設けられている。そして、前記オシボ１０が摺接する
摺接面には、中央部に傾斜面１１ｄを有した突部１１ｅが設けられ、オン・オフ状態時の
オシボ１０の位置決めとなるストッパー１２，１３が設けられている。
【００１８】
前記可動接片１１は、第１コモン端子１４における三角形状の尖塔部１４ａ，１４ａで支
持されている。この第１コモン端子１４は、前記尖塔部１４ａから下方に屈曲されて延設
され、リード線取付用の端子部と接続している。
【００１９】
図４において、第１コモン端子１４の左側には、第１電源端子１５が設けられ、その一端
部は下方に延設されてリード線取付用の端子部と接続している。
【００２０】
前記第１コモン端子１４の尖塔部１４ａ，１４ａの右側には、スイッチケースの一部を突
設して、オフ状態において可動接片１１の右半分を略水平に維持する台座１６が形成され
ている。
【００２１】
このショートスイッチＡの機構は、前記可動接片１１の中央部に突部１１ｅを有し、収納
部３ｂのオシボ１０が間隙ａ，ｂを有して遊嵌された構造である。
【００２２】
よって、前記オシボ１０が、第１コモン端子１４の三角形状の尖塔部１４ａの中心軸を越
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えると、弾性部材３ｃの付勢力により突部１１ｅの傾斜面１１ｄで傾き斜め下方向に勢い
良く押し込まれ、可動接片１１が速入される、という速入スイッチ機構であり、本願出願
人に係る特願平７－１６１８９７号と同主旨のものである。このようにして、ショートス
イッチＡの機構が構成されている。
【００２３】
そして、このショートスイッチＡには、本発明の要旨である遅延手段が係合され付加され
ている。該遅延手段は、図４に示すように、可動接片１１のオン・オフ動作によって、操
作ボタン３を水平にした状態での上下方向にスライドする連結桿１７と、該連結桿１７の
本体１７ｃの片側面に列状に設けた歯１７ｂに歯合する歯車１８と、該歯車に歯合する歯
車１９と、該歯車１９に歯合する歯車を有したロータリーダンパ２０と、連結桿１７を歯
車１８方向に付勢して遅延作用方向にスライドする際の連結桿１７の歯１７ｂと歯車１８
の歯とを確実に歯合させる円弧状の板バネ２１とから構成されている。
【００２４】
前記連結桿１７と可動接片１１との係合は、連結桿１７の先端部（図４において上部）が
平板状にされ双腕状に延設されて端部に係合突起が設けられた係合部１７ａが形成され、
当該係合部１７ａが可動接片１１の貫通孔１１ｃに係合されているものである。
【００２５】
連結桿１７の歯１７ｂは、図４乃至図５に示すように、列状に所要のピッチで形成されて
いるが、歯車１８の歯に当接する両歯面のうち、一方の片側面１７ｄは凹状の曲面形状に
形成されている。
【００２６】
これにより、ショートスイッチＡがオンからオフ状態に切り替わり連結桿１７がスライド
する（図中の矢印ｃ方向）際に、スイッチ歯車１８から当該連結桿１７が離間する方向（
図中のｄ方向）に作用し、遅延作用が解除される。
【００２７】
一方、ショートスイッチＡがオフからオン状態に切り替わって連結桿１７が逆方向（図中
で上方向）にスライドする際には、板バネ２１の付勢力も加わって確実に歯車１８を回転
させる。
【００２８】
なお、連結桿１７の下側に係止して設けられているコイルスプリング２２は、その一端部
が連結桿１７の一部に係合し、当該連結桿１７の上方向へのスライドを確実にするために
設けられている。
【００２９】
歯車１８，１９は、遅延スイッチ１のケース側壁面に植設された軸に回動自在に軸着され
歯車機構を構成するものである。この歯車機構とロータリーダンパ２０との概略機構図を
図６に示す。
【００３０】
また、このようなショートスイッチＡとメインスイッチＢとの機構を有した遅延スイッチ
１の概略回路図を図７に示す。該回路図において、符号２３は交流電源、２４はモータ、
２５は一例として本遅延スイッチの外部に接続されるトライアック回路を示している。
【００３１】
以上のようにして構成された本発明に係る遅延スイッチ１によれば、操作釦３を弾性部材
９の付勢力に抗して押し込むと、図２乃至図３に示したメインスイッチＢにおいては、オ
シボ８の先端部８ａが第２コモン端子４の三角形状の尖塔部４ａの中心軸を越えると、ブ
レーキ接点７ｂとブレーキ端子５の接点とが離間し、メイン接点７ａと第２電源端子６の
接点とが当接し、オフ状態からオン状態に切り替わる。
【００３２】
一方、ショートスイッチＡの機構においては、図８に示すように、操作レバー３ａの矢印
方向への移動により、オシボ１０の先端部が可動接片１１の上面を当接しながら滑動し、
更に、第１コモン端子１４の三角形状の尖塔部１４ａの中心軸を越えると、突部１１ｅの
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傾斜面１１ｄの存在により、図９（イ）、（ロ）に示すように、当該オシボ１０が弾性部
材３ｃの付勢力によって収納部３ｂの空間内で傾くとともに斜め下方向に勢い良く押し出
される。よって、可動接片１１が、図中において突起状の支点部１１ａを中心に反時計方
向に素早く回転し、速入される。
【００３３】
それと同時に、可動接片１１の貫通孔１１ｃが、支点部１１ａを中心に図８中の矢印の反
時計方向に回転する。それに伴い該貫通孔１１ｃに係合部１７ａが係合している連結桿１
７が、板バネ２１で歯車１８方向に付勢されながら同図中で上方向にスライドされる。
【００３４】
すると、当該連結桿１７の歯１７ｂに歯合している歯車１８が、矢印で示す反時計方向に
回転される。そして、歯車１８に歯合している歯車１９における小歯車１９ａが時計方向
に回転され、同軸で回転する大歯車１９ｂが同方向に回転され、更に、大歯車１９ｂに歯
合しているロータリーダンパ２０の歯車２０ａが反時計方向に回転される。
【００３５】
このように、連結桿１７には、遅延手段における歯車機構の歯車１８，１９を介しロータ
リーダンパ２０を回転させる負荷が加わるので、該連結桿１７のスライドする速度が鈍化
し、結果的に、連結桿１７と係合している可動接片１１の回転速度も遅くなる。即ち、可
動接片１１のメイン接点１１ｂが第１電源端子１５の接点に当接するまでの時間が長くな
る。
【００３６】
よって、前記メインスイッチＢがオン状態になるよりも遅れて、ショートスイッチＡがオ
ン状態となるものである。こうして、ショートスイッチＡに並列にトライアック等を使用
したスロースタート回路を接続し、モータを負荷とした場合の突入電流を時間経過に沿っ
て測定すると、図１０に示すような状態となる。尚、図１１は、上記スロースタート回路
を抵抗に置換えた場合の突入電流の様子を示すものである。
【００３７】
更に、本発明の遅延スイッチ１では、遅延手段において、歯車機構の歯車１９およびロー
タリーダンパ２０の歯車２０ａの歯数を適宜に組み合わせること、及びロータリーダンパ
２０のトルクを選択することで、連結桿１７および可動接片１１に掛かる負荷を変えるこ
とが出来る。
【００３８】
即ち、図６の機構図を参照して説明すると、歯車１９における大歯車１９ｂの歯数Ｚ３と
、ロータリーダンパ２０の歯車２０ａの歯数Ｚ４とにおいて、両歯車の中心間距離Ｓ（Ｓ
＝ｍ（Ｚ３＋Ｚ４）／２、ｍはモジュール）を変えないようにし、合計した歯数（Ｚ３＋
Ｚ４）が一定になるようにして、歯数Ｚ３と歯数Ｚ４とを変化させるのである。
【００３９】
例えば、歯数Ｚ３を多くしてその分だけ歯数Ｚ４を少なくすれば、歯車２０ａにかかるト
ルクが小さくなって、ロータリーダンパ２０が回転されにくくなる。よって、遅延手段の
負荷が増大することになり、遅延時間がより長くなる。
【００４０】
歯数Ｚ３を少なくしてその分だけ歯数Ｚ４を多くすれば、歯車２０ａにかかるトルクが大
きくなって、ロータリーダンパ２０が回転されやすくなる。よって、遅延手段の負荷が減
少することになり、遅延時間がより短くなる。
【００４１】
なお、歯車１８の歯数Ｚ１と歯車１９における小歯車１９ａの歯数Ｚ２との関係も同様で
あって、遅延時間を変化させることができるが、歯車１８が連結桿１７の歯１７ｂと歯合
しているので、歯数Ｚ１を大きく変化させることは出来ないものである。上記歯数Ｚ３，
Ｚ４の加減による遅延時間の増減で十分である。
【００４２】
このように、本発明の遅延スイッチ１では、歯車の交換で遅延時間を容易にかつ迅速に変
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化させることが出来るものであり、また、歯車の交換であるからロータリーダンパ２０の
ダンパオイルを交換する方法でないので、当該オイルなどの汚れのおそれもなく、能率的
な歯車交換作業となる。また、ロータリーダンパをトルクの違うものと交換することによ
り遅延時間を変化させることが出来る。
【００４３】
また、遅延スイッチ１をオフ状態にした場合には、連結桿１７が図４乃至図５において下
方向（矢印ｃ方向）にスライドすることにおいて、歯１７ｂの片側面１７ｄが曲面形状で
あるので、歯車１８から離間するように移動して抵抗力が低減されて素早く戻るものであ
る。
【００４４】
そのため操作レバー３ａを早く動かしオン・オフ動作を繰り返したとき、オフ時に可動接
片１１が一旦完全なオフ状態に戻るため、次のＯＮの時にも確実に一定の遅延時間（メイ
ンスイッチとショートスイッチとのオンする時間の差）を持たせることが出来るものであ
る。
【００４５】
また、ショートスイッチＡの可動接片に速入機構を採用しているため、操作レバーの動作
速度が変化しても遅延時間は大きく変化することがない。
【００４６】
本発明の他の実施例は、図１３乃至図１５に示すように、連結桿１７の変形例に係るもの
である。この変形例に係る連結桿１７ｅの上部の係合部１７ａと下部の歯１７ｂとの間に
、上下方向に長くした長孔１７ｆを形成する。
【００４７】
そして、前記連結桿１７ｅの長孔１７ｆに対応して嵌合させるべく、スイッチケース２側
からは、丸棒状の突起２３を突設する。また、連結桿１７ｅの下部にはコイルスプリング
２２が省略され、不要となっている。
【００４８】
このような構成により、操作レバー３ａを押し込むと（図１４参照）、可動接片１１が突
起状の支点部１１ａを中心に反時計方向に回転し、それと同時に、可動接片１１の貫通孔
１１ｃが、支点部１１ａを中心に反時計方向に回転して連結桿１７ｅを上方向にスライド
させる。
【００４９】
このとき、連結桿１７ｅは、前記突起２３を中心にした回転モーメントにより歯車１８側
に押しつけられるので、当該歯１７ｂが歯車１８の歯に確実に歯合して、歯車１８を反時
計方向に回転させる（図１４参照）。
【００５０】
一方、操作レバー３ａを戻してスイッチがＯＦＦされるとき、連結桿１７ｅは前記突起２
３を中心に歯車１８の歯から離間する方向に大きなモーメントが加わり（図１５参照）、
当該歯１７ｂが歯車１８から確実に離間するため、より早くスライド動作するようになる
。
【００５１】
このように、本発明の他の実施例では、コイルスプリング２２が不要となって組立の手間
が省けて、更に、ショートスイッチＯＮ時の遅延動作及びＯＦＦ時の連結桿１７ｅの下方
向のスライドが確実となるものである。
【００５２】
本発明の更に他の実施例は、図１６に示すように、ショートスイッチＡ側のスイッチ機構
における、シーソー状態に支持される可動接片１１に常時当接するように摺動自在なオシ
ボ１０を収納する凹部を有する収納部３ｂにおいて、その周壁部に前記オシボ１０の可動
接片１１側への摺動をガイドするガイドスリット３ｄが設けられている。
【００５３】
前記ガイドスリット３ｄは、前記収納部３ｂの周壁部の周方向に均等配置で２カ所に、上
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下方向に設けられ、その下端部が収納部３ｂの下端面に至っている。
【００５４】
また、これに対応して、オシボ１０においては、図１７に示すように、後端部（図では上
部）の外周面から突出させて係合部材としての係合突起１０ａが、周方向に均等配置で２
カ所に設けられている。該係合突起１０ａの外形寸法と前記ガイドスリット３ｄの溝巾と
は、若干の間隙を有して形成されるもので、ガタ付きなくスムーズに摺接するものである
。
【００５５】
前記係合突起１０ａが、前記ガイドスリット３ｄに嵌装されて、オシボ１０の先端部は前
記両係合突起１０ａを中心にして揺動するものである。
【００５６】
また、前記収納部３ｂの内部空間３ｆの底部に、弾性部材３ｃの位置決め用の位置決め手
段である、凹部３ｅが設けられている。
【００５７】
前記凹部３ｅの孔径が、前記弾性部材３ｃの外形寸法に応じてそれよりも若干大きく形成
されている。よって、この凹部３ｅに弾性部材３ｃの一端部を嵌装させることで、該一端
部は、操作レバー３ａの左右方向への移動時においても、内部空間３ｆの底部において左
右方向にふらつくことがなく、位置決めされることになって、方向性の安定した付勢力が
オシボ１０に作用する。この他、位置決め手段として、前記内部空間３ｆの底部から突起
物を突出させても良く、該突起物は、柱状、半円形状等でもよい。
【００５８】
更に、遅延手段における連結桿１７ｇの上下方向のスライドをガイドするための、該連結
桿１７ｇに設けられたスライド用の長孔１７ｉと、スイッチケース２側に設けられて前記
長孔１７ｉに係合する突起２３ａとにおいて、前記長孔１７ｉ及び突起２３ａの設ける位
置を、図１６及び図１７に示すように、連結桿１７ｇとスイッチ機構とにおけるスライド
用の係合部１７ｊの近傍位置に設定し、かつ、可動接片１１を支持する支点（第１コモン
端子１４の尖塔部１４ａの位置）の上下方向の位置とほぼ同じレベルにしたものである。
これにより、連結桿１７ｇの歯車１８に対する離間作用時の回転モーメントが大きくなり
、板バネ２１の付勢力に十分に対向して、スムーズにスライドする。
【００５９】
また、歯車１８，１９とロータリーダンパ２０の歯車との軸間隔を狭めたことにより、ス
イッチケースの下部をより細い巾にすることができて、小型化が可能になった。
【００６０】
そして、メインスイッチＢ側にも、図１８に示すように、オシボ１０に係合突起１０ａ、
ガイドスリット３ｄを有した収納部３ｂ、及び凹部３ｅを、ショートスイッチＡ側と同様
に設ける。
【００６１】
このようにした遅延スイッチ１によれば、ショートＡ側において、図１６及び図１７に示
すスイッチＯＦＦの状態から、操作レバー３ａを押し込むと、図１９（イ）、（ロ）に示
すように、弾性部材３ｃは凹部３ｅで位置決めされてオシボ１０を付勢し、また、オシボ
１０は収納部３ｂのガイドスリット３ｄに沿って上下移動するとともに、該ガイドスリッ
ト３ｄに係合している係合突起１０ａを中心にして揺動し、収納部３ｂの内部空間内での
動作が安定する。よって、スイッチＯＮ・ＯＦＦのタイミングが、スイッチ製品間におい
てバラツキなく一定となる。
【００６２】
また、図１９（ハ）、（ニ）に示すように、スイッチＯＮからＯＦＦ状態に移行させると
、連結桿１７ｇは下方に移動されると共に、歯１７ｂが歯車１８の歯に当接して離間する
方向（図５中のｄ方向）に移動され、その回転モーメントが突起２３ａを中心とするので
大きくなって、板バネ２１の付勢力に抗してスムーズに動作されるものである。
【００６３】
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一方、スイッチ１のメインスイッチＢ側においても、図２０に示すように、収納部３ｂ内
の弾性部材８ｂが位置決めされふらつくことなく、オシボ１０も安定して係合突起１０ａ
を中心に揺動し、可動接片１１の反転のタイミングも一定となる。
【００６４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る遅延スイッチは、一方のスイッチを遅延させる遅延手
段が、スイッチ機構の動作によりスライドされるもので少なくとも本体の片側面に列状の
歯を有する連結桿と、該連結桿の歯に歯合する回動自在な歯車で構成される歯車機構と、
該歯車機構の歯車に歯合する歯車を有したロータリーダンパとから形成されているので、
歯車の交換で遅延時間を容易にかつ迅速に変化させることが出来るとともに、歯車の交換
であるからロータリーダンパのダンパオイルを交換する必要が無くなって当該オイルなど
の汚れのおそれもなく、能率的な歯車交換作業となるという優れた効果を奏するものであ
る。
【００６５】
また、遅延手段には、連結桿の歯とこれに歯合する歯車機構の歯車との歯合状態を維持す
るように、当該連結桿を付勢する弾性部材が設けられているので、遅延手段の動作が確実
なものとなるという優れた効果を奏するものである。
【００６６】
また、連結桿の歯は、歯車機構の歯車に当接する両側面のうち片側面の形状が、前記歯車
機構の歯車から当該連結桿が離間する方向に作用する形状に形成されているので、オンか
らオフ状態にする際に、連結桿の戻りが早くなり、更に、他方のスイッチ機構には速入機
構が設けられることで、前記遅延手段と相俟って遅延時間がほぼ一定にされるという優れ
た効果を奏するものである。
【００６７】
更に、スイッチ機構における、可動接片に常時当接するように摺動自在なオシボと、操作
レバーの一部に設けられ前記オシボを収納する内部空間を有する収納部と、該内部空間に
内包され前記オシボを可動接片側に付勢する弾性部材とにおいて、前記内部空間の底面に
弾性部材位置決め用の位置決め手段が設けられ、前記収納部の周壁面に前記オシボの摺動
をガイドするガイドスリットが設けられ、前記ガイドスリットに係合する係合部材が前記
オシボに設けられているので、オシボの摺動動作及び弾性部材の付勢作用において更に安
定性が増し、可動接片におけるＯＮ／ＯＦＦの反転のタイミングが一定となって遅延スイ
ッチの品質向上となるという優れた効果を奏するものである。
【００６８】
遅延手段における連結桿のスライドをガイドするための、該連結桿に設けられた長孔と、
スイッチケース側の突起とにおいて、前記長孔及び突起の設ける位置を、連結桿とスイッ
チ機構の可動接片とにおける係合部の近傍位置にし、かつ、前記可動接片を支持する支点
の上下方向の位置とほぼ同じレベルにしたので、連結桿の歯車からの離間時における回転
モーメントが大きくなって、板バネの付勢力に抗してスムーズに動作されるという優れた
効果を奏するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る遅延スイッチの斜視図である。
【図２】同遅延スイッチのメインスイッチＢ側の断面図である。
【図３】同メインスイッチＢにおける可動接片７の斜視図（イ）と、ショートスイッチＡ
における可動接片１１の平面図（ロ）、縦断面図（ハ）である。
【図４】同遅延スイッチにおけるショートスイッチＡ側の断面図である。
【図５】同ショートスイッチＡにおける連結桿と歯車との歯合状態を示す拡大説明図であ
る。
【図６】同本発明の遅延スイッチにおける歯車機構とロータリーダンパとの歯合状態を示
す概略機構図である。
【図７】同本発明に係る遅延スイッチの概略回路図である。
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【図８】同本発明に係る遅延スイッチの、オフからオン状態に切り替わる際の状態を示す
説明図である。
【図９】同本発明の遅延スイッチのショートスイッチＡにおける速入状態を説明する説明
図（イ）、（ロ）である。
【図１０】本発明に係る遅延スイッチにトライアックを使用したスロースタート回路を付
加した場合の突入電流の状態を示す説明図である。
【図１１】遅延スイッチにおいてスロースタート回路を抵抗に置き換えた場合の突入電流
の状態を示す説明図である。
【図１２】一般ＳＷにおける突入電流の説明図である。
【図１３】本発明の他の実施例に係る遅延スイッチにおける、ショートスイッチＡ側の概
略断面図である。
【図１４】同本発明の他の実施例に係る遅延スイッチにおける、ショートスイッチＡ側の
スイッチＯＮさせる途中の概略断面図である。
【図１５】同本発明の他の実施例に係る遅延スイッチにおける、ショートスイッチＡ側の
スイッチＯＦＦさせる途中の概略断面図である。
【図１６】同本発明の更に他の実施例に係る遅延スイッチの、ショートスイッチＡ側の断
面図である。
【図１７】同図１６において、操作レバーの部分を断面にして示す一部断面図である。
【図１８】同本発明の更に他の実施例に係る遅延スイッチの、メインスイッチＢ側の断面
図である。
【図１９】同本発明の更に他の実施例に係る遅延スイッチの、ショートスイッチＡ側のＯ
Ｎ操作とＯＦＦ操作を示す説明図（イ）、（ロ）、（ハ）、（ニ）である。
【図２０】同本発明の更に他の実施例に係る遅延スイッチの、メインスイッチＢ側のＯＮ
操作とＯＦＦ操作を示す説明図（イ）、（ロ）、（ハ）、（ニ）である。
【符号の説明】
１　遅延スイッチ、２　スイッチケース、３ａ　操作レバー、
３ｂ　収納部、３ｃ　弾性部材、３ｄ　ガイドスリット、３ｅ　凹部、
４　第２コモン端子、５　ブレーキ端子、６　第２電源端子、
７　可動接片、８　オシボ、８ｂ　弾性部材、９　弾性部材、１０　オシボ、
１１　可動接片、１２，１３　ストッパー、１４　第１コモン端子、
１５　第１電源端子、１６　台座、１７，１７ｅ，１７ｇ　連結桿、
１７ｂ　歯、１７ｉ　長孔、１７ｊ　係合部、１８　歯車、
１９　歯車、１９ａ　小歯車、１９ｂ　大歯車、２０　ロータリーダンパ、
２０ａ　歯車、２１　板バネ、２２　コイルスプリング、
２３，２３ａ　突起。
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